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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　染みを阻止するための水性被覆組成物であって、エチレン性不飽和の非イオン性モノマ
ー、０より多く且つ１．５質量％未満のエチレン性不飽和強酸モノマーまたはそれらの塩
、および１．５質量％より多く且つ３質量％未満のメタクリル酸またはそれらの塩の、一
段の乳化重合から誘導されるコポリマーを含む水性分散液を含み、前記エチレン性不飽和
非イオン性モノマーが、さらにスチレンを含み、且つ前記エチレン性不飽和非イオン性モ
ノマーが、さらに官能性ペンダント基を有するモノマーを含み、前記官能性ペンダント基
が、１つまたはそれより多くのアミノ、イミダゾール、アセトアセトナト、イミダゾリジ
オンジアミン、ウレアおよびウレイド官能基を含む、前記水性被覆組成物。
【請求項２】
　エチレン性不飽和非イオン性モノマーが、アルキルアクリレートを含む、請求項１に記
載の組成物。
【請求項３】
　エチレン性不飽和非イオン性モノマーが、さらに酢酸ビニルを含む、請求項２に記載の
組成物。
【請求項４】
　コポリマーが、１．２質量％未満のエチレン性不飽和強酸モノマーまたはそれらの塩を
含む、請求項１から３までのいずれか１項に記載の組成物。
【請求項５】
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　エチレン性不飽和強酸モノマーが、リン含有モノマーを含む、請求項１から４までのい
ずれか１項に記載の組成物。
【請求項６】
　エチレン性不飽和強酸モノマーまたはそれらの塩が、ホスホエチル（メタ）アクリレー
トを含む、請求項５に記載の組成物。
【請求項７】
　１つまたはそれより多くの界面活性剤をさらに含む、請求項１から６までのいずれか１
項に記載の組成物。
【請求項８】
　１つまたはそれより多くの界面活性剤が、トリスチリルフェノールホスフェートを包含
する、請求項７に記載の組成物。
【請求項９】
　１つまたはそれより多くの界面活性剤が、８～２４個の炭素原子を有する、非イオン性
のアルコキシル化されたカルボン酸またはアルコールを包含する、請求項７に記載の組成
物。
【請求項１０】
　コポリマーが、０℃～４５℃のガラス転移温度（Ｔｇ）を有する、請求項１から９まで
のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項１１】
　コポリマーが、エチレン性不飽和非イオン性モノマー、エチレン性不飽和強酸モノマー
またはそれらの塩、およびメタクリル酸またはそれらの塩からなるモノマーから誘導され
る、請求項１に記載の組成物。
【請求項１２】
　コポリマーが、０℃～４５℃のガラス転移温度（Ｔｇ）を有する、請求項１１に記載の
組成物。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　技術分野
　この開示は染み阻止プライマー組成物、およびより特定には、水性コポリマー分散液を
包含する染み阻止組成物、および該染み阻止組成物の製造方法および使用方法に関する。
【０００２】
　背景
　染み阻止被覆組成物（即ちプライマー）は、未被覆の表面または予め被覆された基材を
包含する基材表面に適用される。それらの被覆物は、付着を促進し、且つ、下にある極性
または無極性の汚染剤に対するバリア被覆物としてはたらく。基材はしばしば可溶性また
は移動性の汚染剤を含有する。水ベースの被覆物の性質からして、しばしば該汚染剤は基
材から、被覆物内へと、およびまたは被覆物を通じて浸出し、被覆物の表面変色を引き起
こす。例えば、木材、例えば赤色木材、シダー、ニレ、メルバウおよびマホガニー中に含
有されるタンニンは、基材から被覆物内に浸出することがあり、タンニンの染みを引き起
こし、それが被覆物表面上での変色として現れる。局地的な染みまたは変色の視覚的な外
観は、水または湿った箇所への基材の曝露によって、予め被覆された基材の抽出物から顕
在化することがある。さらには、セメント質基材中に含有される塩は、しばしば、基材か
らペイント被覆物への塩の移動によって引き起こされる染みである風解を引き起こし、そ
の際、それは白い堆積物として現れる。基材の染みおよび予め基材に適用された被覆物の
染みは、基材外部の原因によって引き起こされることもある。例えば、タバコの煙は、淡
い色の被覆物を変色させるニコチンの染みを引き起こし、ペンからのインクは基材上にマ
ーカーの染みを引き起こす。それらの種類の染みの各個は、被覆物において非常に望まし
くない。
【０００３】
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　概要
　エチレン性不飽和非イオン性モノマー、０より多く且つ１．５質量％未満のエチレン性
不飽和強酸モノマーまたはそれらの塩、および１．５質量％より多く且つ３質量％未満の
メタクリル酸またはそれらの塩の、一段の乳化重合から誘導されるコポリマーを含む水性
分散液を含む、染みを阻止するための水性被覆組成物が提供される。該エチレン性不飽和
非イオン性モノマーは、アルキルアクリレート、例えばブチルアクリレートおよび２－エ
チルヘキシルアクリレートを包含してよく、且つ、さらにスチレン、酢酸ビニル、または
ペンダント官能基を包含するモノマーを包含してよい。該コポリマーは、１．２質量％未
満のエチレン性不飽和強酸モノマーまたはそれらの塩を包含してよく、且つ、該エチレン
性不飽和強酸モノマーはリン含有モノマー、例えばホスホエチル（メタ）アクリレートを
包含してよい。該コポリマーは、０℃～４５℃のガラス転移温度（Ｔｇ）を有することが
できる。いくつかの実施態様において、該コポリマーは、エチレン性不飽和非イオン性モ
ノマー、エチレン性不飽和強酸モノマーまたはそれらの塩、およびメタクリル酸またはそ
れらの塩からなるモノマーから誘導される。いくつかの実施態様において、コポリマーを
、３０～６０質量％のスチレン、１５～４０質量％のエチルヘキシルアクリレート、１０
～３５質量％のブチルアクリレート、０．５～５質量％のウレイド官能性モノマー、０．
２～２質量％のエチレン性不飽和強酸モノマーまたはそれらの塩、および１．５％～３質
量％のメタクリル酸またはそれらの塩から誘導してもよい。
【０００４】
　上述のコポリマーを含む水性被覆組成物を形成し、該水性被覆組成物を、染みを有する
基材に適用し、且つ、前記の水性被覆組成物を乾燥するか乾燥させて染みを阻止すること
を含む、染みを阻止する方法も提供される。
【０００５】
　１つまたはそれより多くの実施態様の詳細は、以下の説明内に示される。他の特徴、対
象および利点は、説明から、および請求項から明らかになる。
【０００６】
　発明の詳細な説明
　ここで使用される用語「含む」およびその変化形は、用語「包含する」およびその変化
形と同義的に使用され、且つ、開かれた、限定されない用語である。
【０００７】
　ここで使用される用語「染み」は、可視または裸眼で容易に明らかであろうとなかろう
と、任意の痕跡、汚点、変色または任意の堆積物を包含する。従って、用語「染み」はイ
ンク、クレヨン、口紅、グリースペンシル、煙残留物、タンニン、水抽出物およびその種
のものによって引き起こされる痕跡を包含する。それらの染みは、住居または商業用の壁
上での落書き、ペンまたはカラーマーカーからのマーキングとして、自然に木製基材上、
木材複合剤上、コンクリート基材上、紙基材（例えば壁板カバー）上、および通常、１つ
またはそれより多くの液体被覆物で塗装される他の基材上で見出されることがある。
【０００８】
　ここで使用される用語「染みの阻止」は、染みを拘束し、阻止または遮蔽することを意
味し、その際、それは見えないか、または本質的にあまり可視ではなく、１つまたはそれ
より多くの液体被覆物が適用され且つ乾燥されたら、または染みが可視ではないか、また
はわずかに可視であるだけである場合において、その染みは１つまたはそれより多くの引
き続き適用され且つ乾燥される液体被覆物を通して移動できない。
【０００９】
　染みを阻止するための水性被覆組成物は、水性コポリマー分散液を包含する。該コポリ
マーは、エチレン性不飽和非イオン性モノマー、０より多く且つ１．５質量％未満のエチ
レン性不飽和強酸モノマーまたはそれらの塩、および約１．５質量％より多く且つ約３質
量％未満のメタクリル酸またはそれらの塩の、一段の乳化重合から誘導される。
【００１０】
　適したエチレン性不飽和非イオン性モノマーは、ペンダント酸基または塩基性基を有さ
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ない任意のモノマーまたはモノマー残基を包含する。適したエチレン性不飽和非イオン性
モノマーの代表的な例は、アクリル酸またはメタクリル酸のアルキルエステル、例えばメ
チルアクリレートまたはメチルメタクリレート、エチルアクリレートまたはエチルメタク
リレート、ブチルアクリレートまたはブチルメタクリレート、２－エチルヘキシルアクリ
レートまたは２－エチルヘキシルメタクリレート、シクロヘキシルアクリレートまたはシ
クロヘキシルメタクリレート、オクチルアクリレートまたはオクチルメタクリレート、デ
シルアクリレートまたはデシルメタクリレート、イソデシルアクリレートまたはイソデシ
ルメタクリレート、ラウリルアクリレートまたはラウリルメタクリレート、オレイルアク
リレートまたはオレイルメタクリレート、パルチミルアクリレートまたはパルチミルメタ
クリレート、ステアリルアクリレートまたはステアリルメタクリレート、ヒドロキシエチ
ルアクリレートまたはヒドロキシエチルメタクリレート、およびヒドロキシプロピルアク
リレートまたはヒドロキシプロピルメタクリレート；　アクリロニトリルまたはメタクリ
ロニトリル；　アクリルアミドまたはメタクリルアミド；　アミノ－官能性モノマー、例
えばジメチルアミノエチルアクリレートまたはジメチルアミノエチルメタクリレート；　
ウレイド－官能性モノマー例えばＮ－（２－メタクリロイルオキシエチル）エチレンウレ
ア；　シラン－官能性モノマー例えばメタクリルオキシプロピルトリメトキシシランおよ
びビニルトリアセトキシシラン；　スチレンおよび置換スチレン；　ブタジエン；　エチ
レン；　プロピレン；　α－オレフィン、例えば１－デセン、酢酸ビニル、ビニルバーセ
テート（ｖｉｎｙｌ　ｖｅｒｓａｔａｔｅ）、ビニルブチレートおよび他のビニルエステ
ル；　ビニルモノマー、例えば塩化ビニル、ビニルトルエン、ビニルナフタレンおよびビ
ニルベンゾフェノン；　および塩化ビニリデン；　およびそれらの組み合わせを包含する
。特定のエチレン性不飽和非イオン性モノマーの選択は、目標とするガラス転移温度に到
達することに基づくか、または他の所望の特性をコポリマーに提供するためであってよい
。
【００１１】
　いくつかの実施態様において、エチレン性不飽和非イオン性モノマーは、１つまたはそ
れより多くのアルキルアクリレートを包含してよい。例えば、エチレン性不飽和非イオン
性モノマーは、２－エチルヘキシルアクリレートを包含してよく、且つ、随意にさらにブ
チルアクリレートを包含してよい。いくつかの実施態様において、エチレン性不飽和非イ
オン性モノマーは、スチレンとアルキルアクリレートとを包含してよい。いくつかの実施
態様において、エチレン性不飽和非イオン性モノマーは、酢酸ビニルとアルキルアクリレ
ートとを包含してよい。
【００１２】
　いくつかの実施態様において、エチレン性不飽和非イオン性モノマーは、様々な基材上
への湿式付着を促進する官能性のペンダント基を有するモノマーを包含してよい。それら
の基は、限定されずに、アミノ、シラン、イミダゾール、アセトアセトナト、イミダゾリ
ドン、ジアミン、ウレアおよびウレイド官能基を包含してよい。例えば、官能性モノマー
は、ウレイド官能性モノマー、例えばＮ－（２－メタクリロイルオキシエチル）エチレン
ウレアであってよい。
【００１３】
　適したエチレン性不飽和強酸モノマーは、４未満のｐＫａ（水中、２０℃）を有するペ
ンダント酸性基を有する任意のモノマーまたはかかるモノマーの塩を包含する。酸モノマ
ーの適した塩は、アンモニウム、ナトリウム、カリウムおよびリチウム塩を包含する。適
したエチレン性不飽和強酸モノマーまたはそれらの塩の代表的な例は、２－アクリルアミ
ド－２－メチルプロパンスルホン酸；　１－アリルオキシ－２－ヒドロキシプロパンスル
ホン酸；　ビニルスルホン酸；　スチレンスルホン酸；　アルキルアリルスルホスクシン
酸；　スルホエチルアクリレートまたはスルホエチルメタクリレート；　ホスホアルキル
アクリレートまたはホスホアルキルメタクリレート、例えばホスホエチルアクリレートま
たはホスホエチルメタクリレート、ホスホプロピルアクリレートまたはホスホプロピルメ
タクリレート、ホスホブチルアクリレートまたはホスホブチルメタクリレート、ポリエチ
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レングリコールアクリレートまたはポリエチレングリコールメタクリレートのリン酸エス
テル、およびポリプロピレングリコールアクリレートまたはポリプロピレングリコールメ
タクリレートのリン酸エステル；　ホスホアルキルクロトネート；　ホスホアルキルマレ
エート；　ホスホアルキルフマレート；　ホスホジアルキルアクリレートまたはホスホジ
アルキルメタクリレート；　ホスホジアルキルクロトネート；　アリルホスフェート；　
およびそれらの組み合わせを包含する。
【００１４】
　いくつかの実施態様において、エチレン性不飽和強酸モノマーは、約１．２％未満、ま
たはさらには約１．０％未満の質量パーセントを有してよい。いくつかの実施態様におい
て、エチレン性不飽和強酸モノマーは、ホスホエチルアクリレートまたはホスホエチルメ
タクリレートまたはその両方の組み合わせを包含できるリン含有モノマーを包含してよい
。
【００１５】
　該コポリマーを、約１．５質量％～約３．０質量％の量のメタクリル酸から誘導できる
。いくつかの実施態様において、該コポリマーを約１．８質量％～約２．５質量％の量の
メタクリル酸から誘導できる。いくつかの実施態様において、該コポリマーは、追加的な
カルボン酸、例えばアクリル酸およびイタコン酸を包含してよい。しかしながら、いくつ
かの実施態様において、該コポリマーは、追加的なカルボン酸、例えばアクリル酸および
イタコン酸からは誘導されないこともある。
【００１６】
　いくつかの実施態様において、該コポリマーは約０℃～約４５℃の温度のガラス転移温
度を有してよい。ガラス転移温度は、示差走査熱量測定を使用して測定できる。いくつか
の実施態様において、該コポリマーを、エチレン性不飽和非イオン性モノマー、エチレン
性不飽和強酸モノマーまたはそれらの塩、およびメタクリル酸またはそれらの塩からなる
モノマーから誘導できる。いくつかの実施態様において、コポリマーを、３０～５５質量
％のスチレン；　２０～６５質量％の２－エチルヘキシルアクリレート；　０．５～５質
量％のウレイド官能性モノマー、０．２～２質量％のエチレン性不飽和強酸モノマーまた
はそれらの塩、および１．５％～３質量％のメタクリル酸またはそれらの塩から誘導でき
る。いくつかの実施態様において、一部の２－エチルヘキシルアクリレートをブチルアク
リレートで置き換えることができる。
【００１７】
　水性コポリマー分散液を、フリーラジカル水性乳化重合を使用して、モノマー成分を重
合することによって調製できる。該乳化重合を１段で実施する。乳化重合温度は一般に、
約３０℃～約９５℃、または約７０℃～約９０℃である。重合媒体は、水単独、または水
と水混和性液体、例えばメタノールとの混合物を包含してよい。いくつかの実施態様にお
いて、水を単独で使用する。乳化重合を、バッチ工程として、または段階または勾配のあ
る手順を包含する送り工程の形態で行うことができる。いくつかの実施態様において、重
合バッチの一部を重合温度に加熱し、そして部分的に重合し、且つ、その重合バッチの残
りを引き続き重合ゾーンに連続的に、段階的にまたは濃度勾配の重ね合わせで、１つまた
はそれより多くが純粋な形態または乳化された形態のモノマーを含有する、通常、複数の
空間的に離された供給流を介して供給する一方、重合を維持する、送り工程を使用する。
【００１８】
　初めに導入される混合物および／またはモノマー供給流は、少量、一般に重合されるモ
ノマーの総量に対して約０．５質量％未満の界面活性剤を含有してよい。適した界面活性
剤の代表的な例は、アルキル、アリールまたはアルキルアリールスルフェート、スルホネ
ートまたはホスフェートのアルカリ金属またはアンモニウム塩；　アルキルスルホン酸；
　スルホスクシネート塩；　脂肪酸；　エチレン性不飽和界面活性剤モノマー；　アルコ
ールまたはフェノール、およびそれらの組み合わせを包含する。それらの界面活性剤は多
くの場合、アルコキシル化されていてよく、且つ、典型的にはエチレンオキシドを使用し
てエトキシ化されている。いくつかの実施態様において、界面活性剤は少なくとも１つの
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アニオン性界面活性剤、少なくとも１つの非イオン性界面活性剤、またはそれらの組み合
わせを包含してよい。例えば、８～２４個の炭素原子（例えば１２～１６個の炭素原子）
を有する、非イオン性のアルコキシル化されたカルボン酸またはアルコールおよび／また
はアニオン性アリール（例えばトリスチリル）フェノールホスフェートを水性組成物中で
使用できる。いくつかの実施態様において、それらの補助界面活性剤を用いた予備乳化の
後にモノマーを重合ゾーンに供給できる。いくつかの実施態様において、１つまたはそれ
より多くの界面活性剤を重合後に添加することもできる。
【００１９】
　フリーラジカル乳化重合を、フリーラジカル重合開始剤の存在中で行ってよい。本方法
において使用できるフリーラジカル重合開始剤は、フリーラジカル水性乳化重合を開始で
きる全てのものであり、アルカリ金属のペルオキシ二硫酸塩およびＨ2Ｏ2、またはアゾ化
合物を包含する。少なくとも１つの有機還元剤および少なくとも１つのペルオキシドおよ
び／またはヒドロペルオキシド、たとえばｔｅｒｔ－ブチルヒドロペルオキシド、および
ヒドロキシメタンスルフィン酸または過酸化水素のナトリウム金属塩およびアスコルビン
酸を含む、組み合わされた系を使用してもよい。重合媒体中で可溶性である少量の金属化
合物を追加的に含有し、且つ、その金属成分が１つより多くの酸化状態で存在できる、組
み合わされた系を使用してもよく、例えば、アスコルビン酸／硫酸鉄（ＩＩ）／過酸化水
素であり、その際、アスコルビン酸はヒドロキシメタンスルフィン酸のナトリウム金属塩
、亜硫酸ナトリウム、亜硫酸水素ナトリウムまたはナトリウム金属重亜硫酸塩によって置
き換えられてよく、且つ、過酸化水素はｔｅｒｔ－ブチルヒドロペルオキシドまたはアル
カリ金属のペルオキシ二硫酸塩および／またはペルオキシ二硫酸アンモニウムによって置
き換えられてよい。一般に、用いられるフリーラジカル開始剤の量は、重合されるモノマ
ーの総量に対して約０．１～約２質量％である。いくつかの実施態様において、開始剤は
、単独または組み合わされた系の成分として、アンモニウムおよび／またはアルカリ金属
のペルオキシ二硫酸塩（例えばペルオキシ二硫酸ナトリウム）である。
【００２０】
　フリーラジカル水性乳化重合の間に、フリーラジカル開始剤系を重合反応器に添加する
手法は重大ではない。それを重合反応器内に全て初めに導入するか、または連続的または
段階的に、フリーラジカル水性乳化重合の間にそれが消費されたときに添加してもよい。
詳細には、これは、平均的な当業者に公知の手法において、開始剤系の化学的性質からと
、重合温度との両方に依存する。いくつかの実施態様において、いくらかは開始時に導入
され、且つ、それが消費されたときにその残りが重合ゾーンへと添加される。フリーラジ
カル水性乳化重合を、超大気圧または減圧下で行うことも可能である。
【００２１】
　連鎖移動剤、例えばハロゲン化合物、例えばテトラブロモメタン；　アリル化合物；　
またはメルカプタン、例えばアルキルチオグリコレート、アルキルメルカプトアルカノエ
ート、例えばイソオクチルメルカプトプロピオネート、およびＣ4～Ｃ22－直鎖または分
枝鎖アルキルメルカプタン、例えばｔ－ドデシルメルカプタンを、エマルションコポリマ
ーの分子量調節のために使用できる。単数または複数の連鎖移動剤を、１回またはそれよ
り多くの添加で、または連続的に、直線的またはそうではなく、反応時間のほとんどまた
は全てに及んで、または反応時間の限られた部分の間に添加できる。一般に、使用される
単数または複数の連鎖移動剤の量は、重合されるモノマーの総量に対して約５質量％未満
である。
【００２２】
　水性ポリマー分散液を、１０～７５質量％、１５～６５質量％、または２０～６０質量
％の総固体含有率で調製できる。水性ポリマー分散液をその後、必要な場合、濃縮して、
総固体含有率４０～７５質量％にできる。水性ポリマー分散液を、自体公知の手法で、再
分散可能なポリマー粉末に変換できる（例えば噴霧乾燥、回転乾燥または吸込フィルタ乾
燥）。水性ポリマー分散液が乾燥される場合、乾燥助剤を分散液と共に使用してよい。コ
ポリマーは長い貯蔵寿命を有し、且つ、染み阻止被覆組成物において使用するために水中
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で再分散できる。
【００２３】
　水性ポリマー分散液を、他の成分、例えばポリマー結合剤、増粘剤、充填剤、顔料、染
料、および他の添加剤と混合してよい。混合の順序は重大ではないが、固体成分、例えば
特定の充填剤の添加のためには、組成物中に充分な水が存在することが必要である。
【００２４】
　水性組成物を任意の適した方法、例えば刷毛塗りおよび噴霧法など、例えばロール被覆
、ドクターブレードによる適用、印刷法、空気－噴霧化噴霧、空気補助噴霧、無気噴霧、
高容量低圧噴霧、および空気補助無気噴霧によって適用できる。
【００２５】
　染みの阻止方法において、水性被覆組成物を基材、例えば金属、木材、木材複合剤、コ
ンクリート、紙（例えば壁板カバー）など、および通常、１つまたはそれより多くの液体
被覆物で塗装される、他のかかる基材に適用してよい。いくつかの実施態様において、基
材はプライマー処理された表面であってよく、さらには予め塗装された表面であってもよ
い。基材上の水性被覆組成物は乾燥して、または加熱によってまたは加熱によらずに乾燥
されて、染み阻止被覆物を形成できる。
【００２６】
　実施例
　染み阻止組成物の実施例と比較例とを、両者の組成物を２８％のＰＶＣ、１００ｇ／Ｌ
のＶＯＣのプライマー配合物中に包含させ、亜鉛酸化物を含有しないことによって比較し
た。比較例による染み阻止組成物を、乳化重合により、且つ、以下の組成物を有して調製
した：　１０２部の水、１．５部のＤｉｓｐｏｎｉｌ　ＦＥＳ　７７　（Ｃｏｇｎｉｓ　
Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎから入手可能）、０．４部の水酸化アンモニウム、２．５部のア
クリル酸、４７．２部のエチルヘキシルアクリレート、４２．５部のスチレン、７．８部
のＲｏｈａｍｅｒｅ　６８４４　（２５％　ＵＭＡ、Ｒｏｈｍ　Ｔｅｃｈ　Ｉｎｃ．から
入手可能）、および０．２部のｔ－ＤＭＫ。実施例による染み阻止組成物を、乳化重合に
より、且つ、以下を包含して調製した（質量に対する）：　１０２部の水、１．５部のＤ
ｉｓｐｏｎｉｌ　ＦＥＳ　７７、１．０部のＳｉｐｏｍｅｒ　ＰＡＭ　４０００、０．４
部の水酸化アンモニウム、２．０部のメタクリル酸、４７．０部のエチルヘキシルアクリ
レート、４２．２部のスチレン、７．８部のＲｏｈａｍｅｒｅ　６８４４および０．２部
のｔ－ＤＭＫ。
【００２７】
　高品質な全アクリルの内装用艶無しペイント（膜Ａ）を、白色スクラブチャートフォー
ム（ｓｃｒｕｂ　ｃｈａｒｔ　ｆｏｒｍ）　Ｐ１２２－１０Ｎ上に流し込んだ。膜Ａの乾
燥膜厚は３～４ミルであった。該ペイント膜を少なくとも７日間硬化させた。
【００２８】
　その後、幅広、さらには帯状のシャーピーパーマネントブラック（染み１）を、アクリ
ル艶無しペイント膜Ａに垂直に適用した。染み１の帯の総幅は少なくとも１インチであっ
た。幅広、さらには帯状のクレイヨラの可洗緑色ウインドウマーカー（染み２）をアクリ
ル艶無しペイント膜Ａに垂直に、且つ、染み１の帯の少なくとも３インチ下方に適用した
。染み２の帯の総幅も、少なくとも１インチであった。染み１および２の帯を少なくとも
２４時間乾燥させた。
【００２９】
　その後、比較例による染み阻止組成物を含むプライマー、および実施例による染み阻止
組成物を含むプライマーを、染み１と染み２との両方の上に、約３．５ミルのウェット膜
厚で適用した。該プライマーを同時に、視覚および分光による比較を容易にするために、
並べた配置で適用した。該プライマーを３時間、乾燥させた。
【００３０】
　膜Ａのために使用されたペイントを、複合パネル上に、約５ミルのウェット膜厚で再度
適用した（膜Ｂ）。その後、このパネルを終夜乾燥させた。
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【００３１】
　その後、総色差の示度（ΔＥ）を、膜Ｂの染みのない部分を色ブランクまたは標準とし
て固定し、その後引き続き、プライマーの染みのついた部分を前記の標準に対して読み取
ることによって測定した。結果は以下の通りである：
【表１】

【００３２】
　比較例による染み阻止組成物を含むプライマー、および実施例による染み阻止組成物を
含むプライマーを、タンニンを多く含む１インチ×６インチのシダー版上にも、約２ミル
の乾燥膜厚で被覆した。該プライマー被覆物を終夜乾燥させた。
【００３３】
　被覆されたシダー板をその後、湿ったチャンバーまたは６５℃の水浴内で、被覆された
側を水表面から約３インチのところで水に対向させて設置した。被覆された板を、約４８
時間「蒸し」て、タンニンを浸出させた。その後、被覆された板を湿ったチャンバーまた
は水浴から取り出し、次に、プライマー部分の黄色と白色の指数（ＡＳＴＭ　Ｅ３１３）
を読み取った。結果は以下の通りである：
【表２】

【００３４】
　ＡＳＴＭ標準　Ｄ３３５９－乾燥付着法（クロスカット）を、多層基板上で、２４時間
の乾燥時間後、比較例による染み阻止組成物を包含するプライマーと、実施例による染み
阻止組成物を包含するプライマーとの両方において実施した。結果は以下の通りである：
【表３】

【００３５】
　ランク付けは０から５Ｂにわたり、その際、５Ｂは、クロスカット被覆物のどの部分も
除去されない最高の付着であり、且つ、０はクロスカット被覆物の完全な除去または付着
不良である。
【００３６】
　粘度の測定は、ＫＵおよびＩＣＩ粘度と同等に達するために、２５％少ない増粘剤しか
必要とされない点で、実施例による染み阻止組成物を包含するプライマーが、比較例によ
る染み阻止組成物を包含するプライマーと比較して、粘度応答を上昇させることを示した
。
【００３７】
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　いくつかの実施態様が記載されている。それにもかかわらず、当業者は様々な変更をす
ることができると理解されるべきである。さらには、配合物、方法または製品の特定の代
表的な組み合わせのみがここで開示され、特に記載される一方、方法工程の他の組合せ、
または組成物の成分または製品の組み合わせが付記の特許請求の範囲に入ることが意図さ
れている。従って、工程、成分または要素の組み合わせがここで明確に述べられるが、し
かしながら、工程、成分および要素の全ての他の組み合わせは、明確に申し立てられなか
ったとしても包含される。
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